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1 ） G. W. F. Hegel , Wissenschaft der Logik, 














3 ） G. W. F. Hegel, Grundlinien der Philosophie des 
Rechts. oder Naturrecht und Staaatwissenschaft 
im Grundrisse. Mit Hegels eigenbändigen 
Notizen und den mündlichen Zusäzten, Werke 






は，Georg Wilhelm Friedrich Hegel, Philosophie 
des Rechts. Die Vorlesung von 1819/20 in einer 
Nachschrift. Herausgegeben von Dieter Henrich, 
























































































8 ） Axel Honneth, Leiden an Unbestimmtheit. 
E ine  Reak tua l i s i e rng  der  Hege l s chen 











 Robert B. Pippin, Hegel’s Practical Philosophy. 
Rational Agency as Ethical Life, Cambridge 
University Press, 2008. （邦訳：ロバート・B・ピ
ピン『ヘーゲルの実践哲学――人倫としての理性
的行為性』星野勉監訳，法政大学出版局，2013年，
引用では原書ページ（p.）と邦訳のページを記す）
は，ヘーゲル論理学を踏まえた『法の哲学』の研究
である。しかし，ピピンは意志の概念的構造を明
らかにしていないために，意志の自己決定として
の自由を社会的承認の自由に還元してしまう。ピ
ピンは『法の哲学』§23への解説の中で次のよう
に言う。「もっと具体的に言うと，そのような主体
は，さもなければ個人の自己充足を対する抑制と
して現れるかもしれないもの，すなわち，家族の
構成員の要求，国による課題，ビジネス上の競争
相手が押しつけてくる制約，国家が戦争のために
市民に課す要求を，事実上『自分自身以外の何も
のでもないもの』として，真の自己充足の諸局面
として，理解すると言いうるであろう」（p.142，240
ページ）。しかし，意志の自由をこのような自己と
社会的関係との一体化に還元してしまうことは，
ヘーゲルを保守的なコミュニタリアン（共同体主
義者）として理解することになるであろう。
9 ） 君主の形式性について，ヘーゲルは1822-23年講
義では，君主を「iの点」と表現し，これが『法の哲
学』のガンス編集版（§280Zus.）以来よく知られて
いる。またヘーゲルは，君主を1819-20年講義では
「記号」（S.250, 190ページ）と表現したのである。
10） 高田純『承認と自由――ヘーゲル実践哲学の再構
成』未来社，1994年，は，ヘーゲルの初期から後期
にいたる実践哲学を「承認」を軸に解釈する優れ
た研究である。また，最近の研究では，注 8）で触
れた，ホネットやピピンの研究も相互承認論を軸
とする研究である。
 （2014年11月21日掲載決定）
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